
花

市

況

品 名
菊
〃
〃

ス プ レ ー 菊
小 菊
サ ム ラ イ ０ ８
マ イ ガ ー ル
カ ル ピ デ ィ ー ム
ア バ ラ ン チ ェ
ス プ レ ー バ ラ
ピンクシム(カーネーションピンク系)
赤シム（〃赤系）
白シム（〃白系）
スプレーカーネー

グ ロ リ オ サ
Ｈ Ｂ ユ リ

ガ ー ベ ラ
ス カ シ ユ リ

デルフィニューム

アルストロメリア

ブ プ レ ウ ル ム

オ ン シ ジ ュ ー ム

カ ス ミ ソ ウ

ダ リ ア
ト ル コ キ キ ョ ウ

デ ン フ ァ レ
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○東日本板橋花き
(
(
(

白
黄
赤

)
)
)

〃(
〃)

ス タ ー チ ス

シ ャ ク ヤ ク

本
)本
)

〃)
〃)

ディスパットマム(〃)

リ ア ト リ ス

5729
7367
7560
5715
2117
7115
3776
6480
6755
6082
6253
6696
-

6367
6557
12933
1562
7254
1446
6896
5975
3656
4291
6316
8640
6697
13257
5539
4592
7341

9072
9720
-

8640
4860
17496
7128
-

8208
13284
8208
7128
-

8640
8856
32400
8640
19440
7128
11016
7560
5508
19440
8208
-

19440
27000
11880
27000
14472
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【県内青果市況】
品 名

日 単位円

ダ イ コ ン
ニ ン ジ ン
ゴ ボ ウ
キ ャ ベ ツ
カ ブ
レ ン コ ン
キ ュ ウ リ
ト マ ト
ナ ス
ホウレン草
ハ ク サ イ
コ マ ツ 菜
ナ ガ ネ ギ
タ マ ネ ギ
ジャガイモ
サツマイモ
サ ト イ モ
イ ン ゲ ン
生シイタケ
ピ ー マ ン
レ タ ス
カリフラワ
ニ ラ
パ セ リ
サヤエンド
カ ボ チ ャ

○千 葉 ○木更津 ◇佐 原
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119
108
-

130
-
-

432
162
-
86
81
76
389
97
86
238
-

972
140
86
-

324
-

151
-

140

140
170
400
140
162
-
-

378
227
108
-

119
540
-

140
367
-

1350
162
-

140
396
54
-
-

162

43
140
108
22
54
1728
11
162
432
54
108
43
216
32
22
324
432
324
1944
65
65
270
43
270
1404
216

86
162
270
54
151
1944
28
270
540
119
140
97
324
76
76
432
540
540
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65
378
1620
432
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-
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-
-
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ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

未
舗
装
で
起
伏
の
あ
る
山
道
を
走
る
競

技
。
日
本
能
率
協
会
総
合
研
究
所
が
２
０
１

４
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
ト
レ
ラ
ン
人
口
を
約

万
人
と
推
計
し
て
い
る
。
国
内
の
大
会
で
は
、
富
士

山
の
山
麓
（
さ
ん
ろ
く
）
や
登
山
道
な
ど
約
１
７
０

㌔
を

時
間
以
内
に
走
る
「
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・

マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
」
が
代
表
的
。
長
野
県
白
馬
村
な
ど

で
は
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た
大
会
も
開
か
れ
て

い
る
。

寺
社
が
点
在
す
る
市
街

地
を
抜
け
て
山
に
足
を
踏

み
入
れ
る
と
、
非
日
常
の

世
界
が
広
が
る
。
東
京
都

心
か
ら
電
車
で
約
１
時
間

の
神
奈
川
県
鎌
倉
市
で
、

山
の
中
を
走
る
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
ニ
ン
グ
が
人
気
だ
。

手
軽
に
古
都
の
歴
史
と
豊

か
な
自
然
が
楽
し
め
る
の

が
魅
力
で
、
ラ
ン
ナ
ー
を

引
き
つ
け
る
と
い
う
。

４
月

日
、
「
鎌
倉
ト

レ
イ
ル
協
議
会
」
の
副
会

長
を
務
め
る
同
市
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
、
宇
佐
美
雅
規
さ

ん
(

)
ら
と
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅

近
く
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
裏
道

な
ど
を
通
り
、

分
ほ
ど

で
山
道
に
。
木
の
根
が
張

り
出
し
、
落
ち
葉
に
覆
わ

れ
た
所
も
あ
り
、
滑
っ
て

走
り
に
く
い
。
「
自
然
の

大
地
を
最
後
に
踏
み
し
め

た
の
は
い
つ
だ
っ
た
か
」

と
思
い
を
巡
ら
す
。

そ
こ
か
し
こ
に
岩
場
も

あ
り
、
急
な
坂
を
数
分
も

走
る
と
す
ぐ
に
息
が
切
れ

た
。
先
導
の
宇
佐
美
さ
ん

が
ペ
ー
ス
を
緩
め
る
。「
な

だ
ら
か
な
斜
面
や
平
た
ん

な
場
所
だ
け
走
っ
て
楽
し

め
ば
い
い
ん
で
す
よ
」
。

自
分
を
追
い
詰
め
る
よ
う

に
ひ
た
す
ら
急
斜
面
を
走

る
と
い
う
当
初
の
イ
メ
ー

ジ
は
違
っ
た
よ
う
だ
。

山
中
で
も
歴
史
を
感
じ

る
場
所
が
多
い
。
少
し
脇

道
に
入
る
と
、
横
穴
が
ぽ

っ
か
り
と
口
を
開
け
て
並

ん
で
い
る
。
鎌
倉
時
代
以

降
に
掘
ら
れ
た
「
や
ぐ
ら
」

だ
。
武
士
や
僧
侶
の
墓
と

い
わ
れ
て
い
る
。

山
に
入
っ
て
約

分
で

古
刹
・
建
長
寺
が
見
え
る

展
望
台
に
着
い
た
。
そ
の

先
に
鎌
倉
の
街
と
相
模
湾

が
広
が
る

｢
山
と
海
と
街

が
近
い
の
が
鎌
倉
の
特

徴
｣
と
宇
佐
美
さ
ん

富
士

山
も
望
め
た
。
協
議
会
は

短
く
て
数
百
㍍
、
最
長
約

４
㌔
の

コ
ー
ス
を
紹
介

す
る
。
鎌
倉
大
仏
の
近
く

を
走
る
コ
ー
ス
も
あ
る
。

し
ば
ら
く
休
憩
し
た

後
、
下
り
へ
。
岩
場
か
、

木
の
根
の
間
か
。
ど
こ
に

足
を
置
く
か
素
早
く
判
断

す
る
。
左
右
に
ス
テ
ッ
プ

を
踏
み
、
速
度
を
落
と
さ

ず
に
下
る
宇
佐
美
さ
ん

は
、
ま
る
で
牛
若
丸
の
よ

う
だ
。
本
当
の
醍
醐
味
は

下
り
道
か
も
し
れ
な
い
。

コ
ー
ス
に
は
ハ
イ
キ
ン

グ
客
も
多
い
。
走
る
の
を

や
め
、
道
を
譲
り
合
っ
て

歩
い
て
す
れ
違
う
。
そ
れ

が
ル
ー
ル
だ
。
協
議
会
の

理
事
で
神
奈
川
県
藤
沢
市

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
大
森
美

香
子
さ
ん
(

)
は
、
ハ
イ

カ
ー
ら
に
ル
ー
ル
と
コ
ー

ス
の
地
図
が
書
か
れ
た
チ

ラ
シ
を
手
渡
し
た
。

２
０
１
４
年
に
一
部
市

民
が
「
観
光
客
が
ラ
ン
ナ

ー
と
の
接
触
や
転
倒
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」

と
鎌
倉
市
議
会
に
陳
情
し

た
。
規
制
の
動
き
に
協
議

会
は
「
歩
い
て
す
れ
違
う
」

な
ど
の
ル
ー
ル
徹
底
を
改

め
て
呼
び
掛
け
た
。
市
は

マ
ナ
ー
を
求
め
る
条
例
の

制
定
を
検
討
中
だ
。

宇
佐
美
さ
ん
は
「
自
分

の
ペ
ー
ス
だ
け
を
考
え
ら

れ
る
一
般
の
道
と
違
い
、

自
然
の
環
境
や
周
囲
の
人

々
を
気
遣
い
な
が
ら
走
る

の
が
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」
と

強
調
す
る
。
普
段
、
都
会

の
人
混
み
で
携
帯
電
話
を

片
手
に
自
分
の
こ
と
ば
か

り
考
え
て
は
い
な
か
っ
た

か
。
山
中
で
の
言
葉
が
心

に
染
み
た
。

神奈川県鎌倉市の展望台から見えた富士山

神
奈
川
県
鎌
倉
市
の
山
中
を
走
る
宇
佐
美
雅
規
さ
ん
（
手
前
）
ら

‖
い
ず
れ
も
４
月

日

神奈川県鎌倉市の山中で「やぐら」の前に立つ

宇佐美雅規さん
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回顧録を執筆したヘレン メンド

ーサさん(メディアイランド提供)
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蒴
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蒴

１
９
３
６
年
ご
ろ
の
メ
ン
ド
ー
サ
家
の
集
合
写
真
。
前
列
右

か
ら
２
番
目
が
ヘ
レ
ン
さ
ん
（
メ
デ
ィ
ア
イ
ラ
ン
ド
提
供
）

「
先
生
か
ら
真
珠
湾
が

日
本
軍
の
爆
撃
機
に
よ
っ

て
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
を
知

ら
さ
れ
た
」
。
回
顧
録
は

ヘ
レ
ン
さ
ん
が
通
う
高
校

の
授
業
風
景
か
ら
始
ま

る
。
旧
日
本
軍
が
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
爆
撃
、
占
領
し
た

こ
ろ
、

代
後
半
だ
っ
た
。

出
版
の
き
っ
か
け
は
、

２
０
１
３
年
に
自
宅
か
ら

大
量
の
日
記
や
戦
時
中
の

写
真
、
資
料
が
見
つ
か
っ

た
こ
と
だ
。
戦
後
、
米
国

留
学
を
経
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
大
学
で
教
え
た
ヘ
レ
ン

さ
ん
は
、
当
時
の
記
憶
を

後
世
に
残
し
た
い
と
、
回

顧
録
の
執
筆
を
決
め
た
。

年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

出
版
さ
れ
る
と
、
日
本
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
研
究
者
た
ち

か
ら
「
日
本
人
こ
そ
読
む

べ
き
内
容
だ
」
と
の
声
が

上
が
り
、
大
阪
市
の
出
版

社
「
メ
デ
ィ
ア
イ
ラ
ン
ド
」

で
日
本
語
版
が
出
版
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
社

の
千
葉
潮
社
長
は
「
個
々

人
の
生
活
が
真
実
を
伝
え

る
こ
と
も
あ
る
。
当
時
の

ヘ
レ
ン
さ
ん
と
同
世
代
の

高
校
生
に
も
読
ん
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
る
。

旧
日
本
軍
は
真
珠
湾
攻

撃
と
同
時
に
当
時
米
国
の

統
治
下
に
あ
っ
た
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
米
軍
基
地
へ
の
爆

撃
を
開
始
。
回
顧
録
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
牧
歌
的
な
暮

ら
し
に
戦
争
の
足
音
が
刻

一
刻
と
近
づ
い
て
く
る
緊

張
感
が
描
か
れ
て
い
る
。

ヘ
レ
ン
さ
ん
一
家
は
よ
り

安
全
な
土
地
へ
と
疎
開
を

繰
り
返
し
た
が
、
旧
日
本

軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
本
土
を

占
領
す
る
と
一
家
が
暮
ら

す
町
に
も
日
本
兵
た
ち
が

駐
留
し
た
。
生
活
は
一
変

し
、
日
本
兵
が
町
を
我
が

物
顔
で
歩
き
回
り
、
住
民

は

度
の
角
度
で
お
辞
儀

す
る
あ
い
さ
つ
を
強
要
さ

れ
た
。
そ
れ
で
も
一
家
や

周
囲
の
人
々
は
普
段
の
暮

ら
し
を
続
け
よ
う
と
努

め
、
ヘ
レ
ン
さ
ん
も
友
人

や
親
戚
と
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
き
、
時
々
ピ
ク
ニ
ッ
ク

に
も
出
か
け
た
。

町
を
占
領
し
た
日
本
兵

た
ち
と
の
交
流
も
描
か
れ

て
い
る
。
笑
顔
で
語
り
か

け
よ
う
と
す
る
日
本
兵
を

恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
無
視

し
て
逃
げ
出
し
た
ヘ
レ
ン

さ
ん
に
、
父
親
は
「
た
と

え
敵
で
あ
っ
て
も
、
礼
儀

正
し
く
接
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
礼
儀
正
し
く
あ

れ
ば
い
つ
で
も
報
わ
れ
る

も
の
だ
」
と
諭
す
。
そ
の

後
、
ヘ
レ
ン
さ
ん
は
多
く

の
日
本
人
将
校
と
心
を
交

わ
し
、
異
国
の
地
で
生
死

の
境
に
さ
ら
さ
れ
た
日
本

兵
た
ち
の
不
安
や
恐
怖
心

に
理
解
を
示
し
て
い
く
。

本
書
に
解
説
を
書
い
た

広
島
市
立
大
の
永
井
均
教

授
（
歴
史
学
）
は
「
友
人

と
の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

『
非
日
常
』
の
中
で
も
自

分
た
ち
の
『
日
常
』
を
少

し
で
も
取
り
戻
し
、
豊
か

に
生
き
よ
う
と
す
る
人
々

の
た
く
ま
し
さ
が
感
じ
ら

れ
る
」
と
説
明
す
る
。
ヘ

レ
ン
さ
ん
は
「
戦
争
で
多

く
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
被

害
を
受
け
た
が
、
日
本
兵

も
戦
争
に
放
り
込
ま
れ
た

被
害
者
だ
っ
た
と
感
じ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

回
顧
録
は
四
六
判
、
１

９
０
㌻
。
１
９
４
４
円
。

旧
日
本
軍
が
侵
攻
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
少
女
期
を
過
ご
し
た
ヘ
レ
ン
・
メ
ン

ド
ー
サ
さ
ん
(

)
の
回
顧
録
「
戦
争
の
思
い
出

日
本
占
領
下
で
生
き
抜
い
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
少
女
の
物
語
」
が
４
月
下
旬
、
出
版
さ
れ
た
。
戦
争
の
残
酷
さ
を

伝
え
つ
つ
侵
略
者
だ
っ
た
旧
日
本
兵
に
も
同
情
を
寄
せ
る
内
容
。
現
地
の
市
井

の
人
々
の
体
験
記
を
日
本
語
で
読
む
機
会
は
少
な
く
、
ヘ
レ
ン
さ
ん
は
「
戦
争

は
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
と
、
今
の
若
い
読
者
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

【
加
藤
昌
平
】

現地の「日常」描く回顧録出版

日本占領下のフィリピン生き抜いたヘレンさん

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

名前と地名

名
前
を
正

し
く
読
ま
れ

た
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
な

い
。
正
否
は

「
上
」
の
読

み
方
に
あ
る
。「
か
み
」
「
う
え
」

は
あ
た
り
前
だ
っ
た
。
同
じ
く
読

み
方
が
独
特
の
「
上
総
」
の
地
に

あ
る
木
更
津
通
信
部
に
今
月
、
着

任
し
た
。

さ
っ
そ
く
管
内
の
首
長
と
会
っ

た
際
に
、
そ
の
「
名
前
」
と
「
地

名
」
の
話
に
な
っ
た
。
首
長
の
解

説
に
し
ば
し
耳
を
傾
け
た
。

千
葉
に
は「
上
総
の
国
」と
「
下

総
の
国
」
が
あ
っ
た
。
上
と
下
は

奈
良
と
、
京
の
都
ま
で
の
距
離
で

決
ま
っ
た
。近
い
と
こ
ろ
は「
上
」

で
、
遠
い
と
こ
ろ
は
「
下
」
と
な

る
。そ

の
大
昔
の
こ
ろ
、
都
へ
の
距

離
は
、
海
路
を
行
く
長
さ
を
基
に

決
め
ら
れ
た
。
陸
路
は
整
っ
て
お

ら
ず
、
舟
で
行
く
以
外
に
手
段
は

な
か
っ
た
と
い
う
。

木
更
津
と
袖
ケ
浦
、君
津
に
は
、

舟
で
旅
し
た
日
本
武
尊
の
伝
説
が

残
る
。
「
渡
来
人
」
は
こ
の
地
に

最
新
の
技
術
と
文
化
を
伝
え
た
。

紀
州
の
人
が
房
総
半
島
に
渡
っ
て

来
て
「
勝
浦
」
な
ど
の
地
名
を
付

け
た
。

通
り
す
が
り
の
「
異
邦
人
」
で

は
な
く
、
早
く
「
渡
来
人
」
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
た
い
。
首
長
と

の
話
で
そ
う
思
っ
た
。

【
上
遠
野
健
一
】

18日

◇
母
の
日
・
父
の
日
募
金

１
万
円
‖
匿
名
（
佐
倉
市
）

▽
５
０
０
０
円
‖
匿
名
（
松

戸
市
）

◇
社
会
福
祉
寄
金

３
万
円
‖
匿
名（
市
川
市
）

◇
小
児
が
ん
征
圧
募
金

５
０
０
０
円
‖
匿
名
（
市

川
市
）
▽
１
０
０
０
円
‖
匿

名
（
鎌
ケ
谷
市
）

◇
熊
本
地
震
救
援
金

３
０
０
０
円
‖
コ
ー
ラ
ス

・
ハ
ミ
ン
グ
（
千
葉
市
緑
区
）

◇
毎
日
希
望
奨
学
金

１
万
円
‖
大
津
敏
枝
さ
ん

(
千
葉
市
若
葉
区
)
▽
同
‖
匿

名
（
船
橋
市
）
▽
５
０
０
０

円
‖
匿
名
（
市
川
市
）
▽
１

０
０
０
円
‖
匿
名
（
浦
安
市
）

〈
ご
送
金
は
趣
旨
を
通
信

欄
に
書
き
、
毎
日
新
聞
東
京

社
会
事
業
団
（
郵
便
振
替
０

０
１
２
０
・
０
・
７
６
４
９

８
）
へ
。
匿
名
希
望
の
方
は
、

そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
〉

18日

千
葉
産
青
果
（
東
京
青
果

調
べ
、
消
費
税
込
み
）

商
況
‖
も
ち
あ
い

ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン
１
㌔

６
４
８
〜
８
１
０

ス
イ
カ
大
玉

㌔
３
７
８
０

カ
ブ
１
㌔

１
６
２

ニ
ン
ジ
ン

㌔

１
５
１
２

キ
ャ
ベ
ツ

㌔

１
２
９
６

ネ
ギ
５
㌔
束

３
０
２
４

糸
ミ
ツ
バ
１
㌔

７
５
６

サ
ラ
ダ
菜
１
㌔

７
５
６

キ
ュ
ウ
リ
５
㌔

１
９
４
４
〜
２
９
１
６

ト
マ
ト
４
㌔

１
６
２
０

ミ
ニ
ト
マ
ト
２
０
０
㌘１

３
０

シ
シ
ト
ウ
１
０
０
㌘
１
９
４

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
５
㌔１

７
２
８

イ
ン
ゲ
ン
２
㌔

３
２
４
０

エ
ダ
マ
メ
３
０
０
㌘
５
４
０

カ
ン
シ
ョ
５
㌔

１
９
４
４

ヤ
マ
ト
イ
モ
４
㌔
３
４
５
６
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